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News of the town ●● ●

徳
之
島
物
産
が
町
内
の
神
之
嶺
地
区
で

進
め
て
い
た
加
工
場
が
完
成
し
、
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
３
月
７
日
、
同
工

場
で
開
か
れ
ま
し
た
。
事
業
や
行
政
の
関

係
者
ら
約
60
人
が
出
席
し
て
工
場
完
成
を

祝
い
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
今
後
の
展
開

へ
の
期
待
を
述
べ
ま
し
た
。

加
工
場
は
、
総
務
省
の
地
域
経
済
循
環

創
造
事
業
の
助
成
を
受
け
て
建
設
し
ま
し

た
。
地
元
産
の
黒
糖
や
タ
ン
カ
ン
、
バ
レ

イ
シ
ョ
な
ど
を
使
用
し
た
ク
ッ
キ
ー
や
サ

ブ
レ
な
ど
の
菓
子
を
製
造
し
、
土
産
品
と

し
て
販
売
。
既
に
徳
之
島
空
港
と
亀
徳
新

港
で
フ
リ
ー
の
Ｗ
ｉ
ｆ
ｉ
サ
ー
ビ
ス
を
開

設
済
み
で
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
新
設
し

情
報
発
信
に
よ
る
地
域
振
興
を
図
る
計
画

で
す
。 徳之島ゆたーくなりゅん事業

特産品製造と ICT 活用

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
３
月
14
日
、
学

士
村
塾
閉
講
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
講

生
や
保
護
者
が
集
ま
り
、
今
年
の
学
習
成

果
を
確
認
し
、
来
年
度
へ
の
学
習
意
欲
を

高
め
ま
し
た
。

式
で
は
、
一
年
間
の
頑
張
り
を
称
え
、

皆
勤
賞
26
名
・
精
励
賞
28
名
・
努
力
賞
38

名
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

１
月
と
２
月
に
行
わ
れ
た
学
力
向
上
対
策

試
験
の
成
績
優
秀
者
へ
表
彰
状
と
記
念
品

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。秋

丸
　
桜
子
さ
ん

秋
丸
　
華
子
さ
ん

４
月
か
ら
初
め
て
学

士
村
塾
を
受
講
し
た
桜

子
さ
ん
と
華
子
さ
ん
。

「
友
達
と
宿
題
や
勉
強

が
で
き
て
楽
し
か
っ

た
。」
毎
週
土
曜
日
を
楽

し
く
過
ご
し
た
様
子
を

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

学士村塾閉講式
学習のまち徳之島町を目指して

町
内
の
小
中
学
校
で
４
月
６
日
、
入
学

式
が
開
か
れ
、
小
中
学
生
２
４
８
名
の
晴

れ
の
門
出
を
大
勢
の
保
護
者
と
学
校
関
係

者
が
祝
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
小
学
生
が
６
校
で
１
２
８
名
、

中
学
生
は
小
中
学
校
併
設
校
を
含
む
６
校

で
１
２
０
名
が
入
学
。
真
新
し
い
制
服
に

身
を
包
み
、
緊
張
し
た
面
持
ち
で
式
典
に

臨
み
ま
し
た
。

小
学
校
の
入
学
式
で
は
、
在
校
生
代
表
の

児
童
が
「
学
校
に
は
た
く
さ
ん
の
行
事
が
あ

り
ま
す
。
一
緒
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
」
な

ど
と
と
呼
び
か
け
る
と
、
新
入
生
は
元
気
に

「
は
い
」
と
返
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

母間小学校

山小学校

花徳小学校
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まちの話題●● ●

文
化
会
館
で
３
月
14
日
、「
第
30
回
国
民

文
化
祭
・
か
ご
し
ま
２
０
１
５
in
と
く
の

し
ま
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
沢
山
の
観
客
が

来
場
し
、
舞
台
発
表
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

同
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
各
町
の
テ
ー
マ
に

合
わ
せ
た
舞
台
発
表
で
、
国
民
文
化
祭
の

地
域
住
民
へ
の
周
知
喚
起
を
行
い
、
10
月

31
日
の
開
幕
に
向
け
た
結
束
を
島
全
体
で

強
め
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
内
で
、
町
の
医
療
福
祉
や
文

化
、
環
境
な
ど
に
長
年
貢
献
さ
れ
た
故
中

村
正
弘
氏
の
「
徳
之
島
町
町
民
表
彰
」
及

び
写
真
展
も
行
わ
れ
、
遺
族
に
表
彰
状
と

記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
来

場
者
が
、
２
０
０
点
に
及
ぶ
中
村
さ
ん
の

写
真
に
感
銘
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

カウントダウンイベント
国民文化祭・かごしま in とくのしま

徳
之
島
警
察
署
武
道
場
で
３
月
15
日
、

「
第
12
回
徳
三
宝
杯
柔
道
選
手
権
大
会
・

徳
之
島
地
区
防
犯
柔
道
大
会
」（
徳
之
島

町
柔
道
連
盟
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

奄
美
大
島
、
徳
之
島
、
沖
永
良
部
島
の
20

チ
ー
ム
76
名
の
小
中
学
生
が
集
ま
り
、
柔

道
の
技
を
競
い
ま
し
た
。

徳
之
島
町
か
ら
３
チ
ー
ム
13
名
の
小
中

学
生
が
出
場
。
町
勢
は
、
亀
津
中
学
校
が

団
体
の
部
で
優
勝
、
個
人
73
㎏
以
下
・
73

㎏
超
級
で
亀
津
中
２
年
生
の
武
健
流
さ
ん

が
２
位
、
同
校
同
学
年
の
岡
元
勘
汰
さ
ん

と
栄
健
人
さ
ん
が
３
位
に
入
賞
し
ま
し

た
。
小
学
生
個
人
で
は
、
３
年
生
の
部
で

中
村
巧
人
さ
ん
が
３
位
、
同
五
年
生
の
部

で
東
海
志
さ
ん
が
３
位
に
入
賞
し
ま
し

た
。

徳三宝杯柔道選手権大会
未来の徳三宝たちが大奮闘

３
月
15
日
、
町
郷
土
資
料
館
主
催
の
史

跡
巡
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
内
の
小
学

４
～
６
年
生
22
名
が
参
加
し
、
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
で
町
内
の
史
跡
を
巡
り
、
島
の
歴
史

な
ど
へ
の
知
識
を
深
め
ま
し
た
。

秋
津
神
社
や
母
間
の
線
刻
画
な
ど
の
歴

史
的
建
造
物
な
ど
を
見
学
し
、
文
化
財
保

護
審
議
委
員
会
の
町
田
進
会
長
が
地
理
的

特
色
や
歴
史
的
背
景
な
ど
の
話
を
し
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
時
折
写
真
を
撮
り

な
が
ら
、
興
味
深
そ
う
に
話
を
聞
い
て
い

ま
し
た
。

町内史跡巡り
町の歴史をたどる

手
々
小
学
校
で
１
月
15
日
、「
チ
ャ
レ
ン

ジ
か
ご
し
ま
」
の
体
力
向
上
事
業
が
取
り

組
ま
れ
ま
し
た
。

手
々
っ
子
10
名
が
取
り
組
ん
だ
競
技
は

２
人
で
手
を
つ
な
ぎ
反
復
横
跳
び
を
す
る

「
２
人
で
さ
っ
さ
」。
楽
し
み
な
が
ら
も
努

力
を
重
ね
た
結
果
、
見
事
入
賞
を
果
た
し

ま
し
た
。
３
月
に
賞
状
が
届
く
と
嬉
し
そ

う
な
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

手々小学校
かごしまチャレンジに挑戦！

徳
之
島
町
立
手
々
小
学
校

井
手
上
　
勉
　
教
諭

「
か
ご
し
ま
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
へ
の
挑
戦
は
、

後
期
転
入
生
２
名
を
加
え
た
計
10
名
で
取

り
組
み
ま
し
た
。
前
回
の
前
期
は
入
賞
で

き
ず
悔
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。
今
回
は

「
が
ん
ば
ろ
う
。」
と
励
ま
し
合
い
取
り
組

ん
だ
結
果
、
見
事
入
賞
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
い
つ
も
全
校
児
童
生
徒
で
外
遊

び
を
楽
し
ん
で
体
力
を
つ
け
て
い
る
成
果

が
発
揮
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
入

賞
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
励

み
に
な
り
ま
し
た
。
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トクノシマエビネ

徳之島固有種
（平成 27年 3月撮影）

山間部高地の林内に生える地生
ラン。葉の幅４～６cm、長さ 15
～ 25cm で、約 30cm の花茎に褐
色系の花を咲かせます。かつては、
自生地も多くあったものの、園芸
目的の採取等で激減しました。徳
之島のみに自生し、環境省のレッ
ドデータブックで絶滅危惧Ⅰ B類
に分類されています。

昨
年
５
月
号
に
「
世
界
自
然
遺
産
登
録
へ
の
歩
み
」
と
題
し
て

連
載
を
始
め
、「
奄
美
琉
球
」
が
世
界
自
然
遺
産
候
補
地
に
な
っ

た
経
緯
や
登
録
に
向
け
た
状
況
な
ど
を
説
明
し
て
来
ま
し
た
。
今

年
度
も
引
き
続
き
、
季
節
を
彩
り
時
期
に
よ
っ
て
様
々
な
表
情
を

見
せ
る
動
植
物
や
自
然
遺
産
登
録
に
向
け
た
状
況
と
課
題
な
ど
を

紹
介
し
ま
す
。

世界自然遺産登録への歩み　第 13回

世
界
自
然
遺
産
登
録
に
向
け
て

トクノシマテンナンショウ

徳之島固有種
（平成 27年 3月撮影）

山地部の林内に生え、仏炎苞が
濃い茶色をしているのが特徴です。
開花と同時に葉も開き、小葉は７
～ 13枚ほど付けます。絶滅が示唆
された時期もあるなど、徳之島の
限られた場所のみに自生し、環境
省のレッドデータブックで絶滅危
惧Ⅰ A類に分類されています。

国
定
公
園
内
で
の
行
為
に
つ
い
て

～
国
定
公
園
内
で
の
開
発
行
為
等
に
つ
い
て
は

手
続
き
が
必
要
で
す
～

奄
美
群
島
地
域
は
、
自
然
の

風
景
地
を
保
護
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
利
用
促
進
を
図
り
、

国
民
・
県
民
の
保
健
・
休
養
・

強
化
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
国
定
公
園
を
有
し
ま
す
。

国
定
公
園
内
で
は
、
優
れ
た

風
景
地
を
保
護
す
る
た
め
、
自

然
公
園
法
に
基
づ
き
、
各
種
開

発
行
為
が
規
制
さ
れ
て
い
ま

す
。国

定
公
園
内
に
お
い
て
、
次

の
よ
う
な
開
発
行
為
を
行
う
場

合
は
、
事
前
に
県
知
事
へ
の
許

可
申
請
・
届
出
の
手
続
き
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

〈
手
続
き
の
必
要
な
行
為
〉

（
一
例
）

①
工
作
物
（
建
築
物
を
含
む
）

の
新
築
・
改
築
・
増
築

②
木
竹
の
伐
採

③
広
告
物
の
掲
出
（
案
内
板
等

を
含
む
）

④
開
墾
・
土
地
の
形
状
変
更

⑤
鉱
物
や
土
石
の
採
取

⑥
屋
根
・
壁
面
の
色
彩
の
変
更

⑦
環
境
大
臣
が
指
定
す
る
植
物

の
採
取
又
は
損
傷
等
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亀
津
で
は
複
数
の
神
社
が
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
異
彩
を

放
っ
て
い
る
の
が
穴
八
幡
神
社
で
す
。
尾

母
集
落
に
向
か
う
県
道
の
途
中
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
会
社
事
務
所
先
に
あ
る
山
側
の
町

道
を
10
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
昇
る
と
、
案
内
看

板
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
看
板
の
左
側

上
手
の
小
道
を
進
む
と
、
洞
穴
の
入
り
口

が
顔
を
出
し
ま
す
。

昭
和
51
年
に
町
指
定
文
化
財
に
な
り
、

神
社
と
い
う
名
称
は
付
い
て
い
ま
す
が
鳥

居
は
無
く
、
入
り
口
左
右
に
は
石
垣
が

残
っ
て
い
ま
す
。
中
は
、
鍾
乳
洞
の
よ
う

に
ひ
ん
や
り
と
し
て
、
奥
行
き
が
15
～
20

メ
ー
ト
ル
、
天
井
の
高
さ
７
～
10
メ
ー
ト

ル
は
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る

空
間
が
広
が
り
ま
す
。
案
内

板
に
よ
る
と
広
さ
は
30
畳
程

で
す
。

正
面
奥
に
は
、
祭
神
と
し

て
祭
ら
れ
て
い
る
鍾
乳
石
の

石
柱
が
立
っ
て
お
り
、
祭
壇

と
銅
製
の
小
さ
な
鳥
居
、
古

び
た
花
瓶
な
ど
が
置
か
れ
て

い
ま
す
。
石
の
祭
壇
の
側
面

に
、
享
保
17
年
（
１
７
３
２

年
）
２
月
吉
日
と
刻
ま
れ
、

２
８
０
年
以
上
前
か
ら
信
仰
の
対
象
に

な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
見
ら
れ
て

い
ま
す
。

洞
穴
内
部
の
鍾
乳
石
か
ら
は
水
滴
が
し

た
た
り
落
ち
、
今
で
も
成
長
し
て
い
る
事

が
実
感
で
き
ま
す
。
竹
の
子
状
の
白
石
か

ら
乳
が
出
た
と
い
う
伝
承
か
ら
、
生
乳
石

と
呼
ぶ
言
い
伝
え
が
残
っ
て
い
ま
す
。

穴
八
幡
宮
は
、
徳
川
幕
府
３
代
将
軍
、

家
光
公
の
代
に
新
宿
の
穴
八
幡
宮
を
祈
願

所
と
し
た
こ
と
か
ら
、
広
く
日
本
全
土
に

分
布
し
た
八
幡
信
仰
の
一
つ
だ
と
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
本
町
の
穴
八
幡
神
社
の
由
来

な
ど
に
つ
い
て
は
、
判
明
し
て
い
ま
せ
ん
。

町
内
史
跡
巡
り　

第
13
回
＝
亀
津
集
落
＝

〔亀津集落の史跡〕
ノロの免状及び関係文書、トンダフ一式、琉球

漆器、亀津浜踊り、高千穂神社・菅原神社・松原神社・
護国神社、秋葉神社、古勝森
【お問い合わせ先】
町郷土資料館　☎ 82―２９０８

鍾乳石が垂れ下がる穴八幡神社の内部

〈
許
可
申
請
・
届
出
の
手
続
き
〉

（1）
申
請
・
届
出
の
様
式

様
式
、
必
要
な
添
付
書
類
、
記
載

要
領
に
つ
い
て
は
、
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

（2）
標
準
的
な
処
理
期
間

通
常
、
約
１
カ
月
を
必
要
と
し
ま

す
。（
書
類
に
不
備
が
あ
っ
た
場
合
の

補
正
の
期
間
は
除
く
）

（3）
注
意
事
項

①
行
為
の
種
類
、
規
模
、
公
園
の
種

類
、
地
種
区
分
の
違
い
に
よ
り
手

続
き
等
に
違
い
が
あ
る
こ
と
、
ま

た
、
行
為
の
場
所
や
内
容
に
よ
っ

て
は
、
許
可
が
で
き
な
い
場
合
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
事
前
に
大
島
支

庁
総
務
企
画
課
も
し
く
は
徳
之
島

町
役
場
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

②
奄
美
群
島
国
定
公
園
で
は
、
採
取

又
は
損
傷
を
行
う
場
合
に
許
可
が

必
要
な
植
物
と
し
て
、
環
境
大
臣

が
指
定
し
て
い
る
植
物
が
84
種（
イ

ソ
マ
ツ
、
ミ
ズ
ガ
ン
ピ
、
ヒ
カ
ゲ

ヘ
ゴ
等
）
あ
り
ま
す
。
国
定
公
園

内
で
植
物
を
採
取
さ
れ
る
場
合
は
、

そ
の
植
物
が
指
定
種
に
該
当
し
な

い
か
事
前
に
大
島
支
庁
総
務
企
画

課
も
し
く
は
、
徳
之
島
町
役
場
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

③
自
分
の
所
有
地
で
も
、
国
定
公
園

内
で
の
行
為
に
お
い
て
は
、
手
続

き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

〈
違
反
行
為
に
つ
い
て
〉

自
然
公
園
法
の
規
定
に
違
反
し
て
の

行
為
や
無
許
可
で
の
行
為
等
に
つ
い
て

は
、
罰
則
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
国
定
公
園
区
域
内
で
の
許
可
申
請
・

届
出
に
つ
い
て
不
明
な
点
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ

及
び
許
可
申
請
書
の
提
出
先
】

徳
之
島
町
役
場
企
画
課

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

担
当
：
遠
藤

【
県
の
お
問
い
合
わ
せ
先
】

大
島
支
庁
総
務
企
画
課　

商
工
観
光
係

☎
０
９
９
７
―
57
―
７
２
１
５

【
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
検
索
方
法
】

鹿
児
島
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→
く
ら

し
・
環
境
保
全
・
自
然
保
護
→
自
然
公

園
→
行
為
許
可
申
請
書
・
届
出
書
様
式
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金
見
集
落
で
、
地
域
住
民
に
よ
り
「
コ
ー
ネ
ィ
ン
ヤ
マ
」
が
整
備
さ

れ
ま
し
た
。

「
コ
ー
ネ
ィ
ン
ヤ
マ
」
は
、古
く
か
ら
集
落
内
に
あ
る
住
民
憩
い
の
場
。

ガ
ジ
ュ
マ
ル
の
大
木
が
茂
っ
た
広
場
は
、
生
活
用
水
と
し
て
水
源
を
利

用
す
る
人
々
や
、
一
重
一
瓶
を
持
ち
寄
り
お
祝
い
を
す
る
な
ど
、
か
つ

て
は
地
域
住
民
が
集
う
名
所
で
し
た
。

長
年
放
置
さ
れ
廃
れ
た
場
所
を
「
過
疎
集
落
等
自
立
再
生
対
策
事
業
」

を
活
用
し
、
住
民
た
ち
の
手
で
再
生
。
入
口
に
は
手
作
り
の
赤
い
鳥
居

が
建
て
ら
れ
、
雑
草
の
除
去
や
芝
の
植
え
付
け
、
整
地
や
水
流
の
整
備

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

昨
年
の
夏
に
台
風
で
被
害
を
受
け
た
ガ
ジ
ュ
マ
ル
も
、
沢
山
の
若
葉

を
芽
吹
か
せ
以
前
の
姿
を
取
り
戻
し
、
高
齢
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ロ

ン
や
防
災
施
設
を
備
え
た
公
園
に
も
な
り
、
地
域
住
民
の
心
の
よ
り
ど

こ
ろ
と
し
て
の
姿
を
復
活
さ
せ
ま
し
た
。

４
月
に
は
、「
金
見
岬
展
望
台
」
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
ソ
テ
ツ
ト
ン

ネ
ル
や
金
見
海
浜
海
岸
を
含
め
、
金
見
集
落
は
町
内
有
数
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
て
い
ま
す
。

き
ま
い
た
り
ち
ゅ

―
元
気
な
集
落
―

Ｆａｉｌ．1

金見集落

金見は、 みんな仲良し

元気な集落！！

施
設
内
で
活
動
す
る
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
サ
ロ
ン
。
地
域
の
行
事
に
率
先
し

て
参
加
す
る
高
齢
者
は
、
集
落
の
元
気

の
源
で
す
。

住民手づくりの赤い
鳥居とコーネィンヤ
マの説明看板が設置
されました。

金
見
岬
か
ら
の
絶
景
を
一
望

で
き
る
展
望
台
。
ト
イ
レ
も

完
備
さ
れ
て
お
り
、
町
内
外

か
ら
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
い

を
見
せ
て
い
ま
す
。

金見

■
人
口
：
95
人
■
世
帯
数
：
44
戸

金
見
集
落
は
徳
之
島
の
東
北
端
に
位
置

し
、
ト
ン
バ
ラ
岩
や
そ
の
先
の
請
島
、

与
路
島
を
間
近
に
見
る
絶
景
の
地
で
す
。

金見崎海岸では、梅雨明け
の夜間、幼生を一斉に放出
するヤドカリの集団を見
ることができます。
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5/15
～

6/14
ま
で
の

行
事
予
定

■
５
月
９
日

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
歓
大
会
（
軟
式
野
球
）

（
町
総
合
運
動
公
園
）

■
５
月
16
日　

10
時
～
（
予
定
）

学
士
村
塾
開
講
式

（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

■
５
月
24
日　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
歓
大
会
（
空
手
）

（
町
体
育
セ
ン
タ
ー
）

■
５
月
25
日　

14
時
～

金
婚
式

（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

■
５
月
26
日

行
政
相
談
所
開
設

（
役
場
本
庁
９
～
12
時　

花
徳
支
所
13
時
半
～
16
時
半
）

■
５
月
29
日　

12
時
～

弁
護
士
相
談
所
開
設

（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
研
修
室
）

■
５
月
31
日　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
歓
大
会
（
バ
レ
ー
・
サ
ッ
カ
ー
）

（
バ
レ
ー
／
町
体
育
セ
ン
タ
ー
・
サ
ッ
カ
ー
／
総
合
運
動
公
園
）

■
６
月
６
日

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
歓
大
会
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）

（
総
合
運
動
公
園
）

※
日
程
等
は
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
各
関
係
機

関
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

イベント

教育

平
成
26
年
度
「
徳
之
島
町
教
育
行
政
の

点
検
評
価
報
告
書
」
の
公
表
に
つ
い
て

「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及

び
運
営
に
関
す
る
法
律
」
の
改

正
に
よ
り
、
各
教
育
委
員
会
は
、

毎
年
そ
の
権
限
に
属
す
る
事
務

の
管
理
及
び
執
行
の
状
況
に
つ

い
て
点
検
及
び
評
価
を
行
い
、

そ
の
結
果
に
関
す
る
報
告
書
を

作
成
し
、
議
会
に
提
出
す
る
と

と
も
に
公
表
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

徳
之
島
町
教
育
委
員
会
で
は

法
令
に
則
り
、
効
果
的
な
教
育

行
政
の
推
進
に
資
す
る
と
と
も

に
、
町
民
へ
の
説
明
責
任
を
果

た
す
た
め
教
育
行
政
（
事
務
・

事
業
）
の
点
検
評
価
を
実
施
し

公
表
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し

た
。つ

き
ま
し
て
は
、
左
記
の
と

お
り
公
表
い
た
し
ま
す
の
で
閲

覧
等
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
申

し
出
下
さ
い
。

■
閲
覧
場
所

徳
之
島
町
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
１
階
・
学
校
教
育
課

■
閲
覧
期
間

平
成
27
年
5
月
1
日

～
平
成
27
年
6
月
29
日
迄

■
閲
覧
時
間

午
前
８
時
半
～
午
後
５
時
迄

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

町
教
育
委
員
会　

学
校
教
育
課　

☎
82
―
１
３
０
８

問
相談

誰
で
も
安
心
し
て
法
律
相
談
を

弁
護
士
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

相
談
は
無
料
で
す
が
、
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
相
談
ご
希

望
の
方
は
５
月
22
日
（
金
曜
日
）
ま
で
に
、
下
記
お
問
い
合
わ
せ
先
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
開
設
日　

平
成
27
年
５
月
29
日
（
金
）　

12
時
～

■
場
所　
　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

２
階
研
修
室

町
企
画
課　

☎
8 ２
―
１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

問

相談

困
っ
た
ら　

一
人
で
悩
ま
ず　

行
政
相
談

行
政
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
国
の
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
の
苦
情
や
意

見
・
要
望
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

行
政
相
談
委
員
は
、
皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
国
な

ど
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
行
政
の
仕
組
み
、
手
続
き
に
関
す
る
相
談

を
受
け
付
け
、
相
談
者
へ
の
助
言
や
関
係
行
政
機
関
に
対
す
る
改

善
の
申
し
入
れ
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

左
記
の
と
お
り
、
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

■
日
時
・
場
所　

５
月
26
日
（
火
）	

○
９
時
30
分
～
11
時
30
分　

花
徳
支
所

○
14
時
～
16
時　

徳
之
島
町
役
場
（
１
階
会
議
室
）

徳
之
島
町
行
政
相
談
委
員　

東
郷
勇　

☎
０
９
０
―
９
７
９
１
―
９
１
９
４

問
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狂犬病

犬
を
飼
っ
て
い
る
方
へ

畜
犬
登
録
及
び
狂
犬
病
予
防
注
射
日
程

月日 実施地区 時間 実施場所

5 月 18 日 

（月）

南 区・ 中 区 9時00分～10時20分 児 童 公 園
北 区 10時25分～11時00分 北区新公民館
東 区 11時05分～11時50分 文化会館前広場
南 原 13時00分～13時10分 南 原 公 民 館
尾 母 13時20分～13時30分 徳田商店前広場
大 原 ２ 13時40分～13時45分 大 原 2 公 民 館
大 原 １ 13時50分～14時00分 大 原 1 公 民 館
亀 徳 14時15分～14時55分 亀徳振興センター
徳 和 瀬 15時05分～15時25分 徳和瀬公民館
諸 田 15時30分～15時40分 諸 田 公 民 館
神 之 嶺 15時45分～15時50分 神之嶺公民館
井 之 川 15時55分～16時10分 井之川公民館
旭 ヶ 丘 16時20分～16時30分 旭ヶ丘公民館

月日 実施地区 時間 実施場所

5 月 19 日 

（火）

下 久 志 9時00分～9時15分 下久志青少年館
池 間 9時25分～9時45分 池 間 公 民 館
反 川 9時50分～10時05分 農 協 倉 庫 前
大 当 10時10分～10時20分 大 当 公 民 館
花 時 名 10時25分～10時40分 花時名公民館
花 徳 10時50分～11時20分 前 川 生 活 館
轟 木 11時30分～11時45分 轟 木 公 民 館

畦 13時10分～13時20分 畦 公 民 館
山 13時30分～14時00分 山 公 民 館

金 見 14時10分～14時20分 金 見 公 民 館
手 々 14時30分～14時40分 堀田石油前広場
全 地 区 15時30分～16時00分 役 場 前 広 場

日
頃
よ
り
狂
犬
病
予
防
注
射
業
務
に
対
し
て
は
、
ご
理
解
と
御
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
５
月
18
日
（
月
）・
19
日
（
火
）
の
両
日

に
実
施
い
た
し
ま
す
。
日
時
お
よ
び
会
場
に
つ
い
て
は
、
下
記
の
狂
犬
病
予
防
注

射
日
程
表
を
参
考
に
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
犬
の
登
録
を
さ
れ
て
い
る
方
は
、
犬

の
鑑
札
も
持
参
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
飼
育
さ
れ
て
い
る
犬
が
、
す
で
に
死
亡
し
た
場
合
や
、
譲
り
渡
し
た
場

合
等
は
、
役
場
住
民
生
活
課
ま
で
、
御
連
絡
頂
け
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

※
当
日
は
注
射
料
金
と
し
て
３
，
４
０
０
円
い
た
だ
き
ま
す
。
お
つ
り
が
な
い

よ
う
ご
準
備
お
願
い
致
し
ま
す
。

身
体
に
障
が
い
が
あ
る
方
が
所
有

す
る
（
18
歳
未
満
の
場
合
、
知
的
障

が
い
者
又
は
精
神
障
が
い
者
に
あ
っ

て
は
生
計
を
一
に
す
る
方
が
所
有
す

る
）
軽
自
動
車
等
で
、
も
っ
ぱ
ら
当

該
身
体
障
が
い
者
等
の
た
め
に
使
用

す
る
場
合
は
、
地
方
税
法
及
び
町
税

条
例
の
規
定
に
よ
り
軽
自
動
車
税
減

免
の
適
用
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、納
期
限
の
７
日
前
（
平

成
27
年
５
月
25
日
）
ま
で
に
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。（
た
だ
し
１
台
に
限
る
）

※
普
通
自
動
車
税
を
減
免
申
請
し
て

い
る
方
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

※
期
限
を
す
ぎ
て
の
申
請
は
で
き
ま

せ
ん
。

税金

■
申
請
に
必
要
な
も
の

・
減
免
申
請
書（
税
務
課
に
あ
り
ま
す
）

・
納
税
通
知
書
（
納
付
書
）

・
運
転
免
許
証

・
身
体
障
が
い
者
手
帳

・
車
検
証

・
印
鑑

※
納
付
書
は
５
月
上
旬
に
発
送
予

定
で
す
。

５
月
25
日
ま
で
に
手
続
き
が
必
要
で
す

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
に
つ
い
て

町
税
務
課

☎
82
―
１
１
１
１

（
内
線
１
４
１
）

町
花
徳
支
所　

☎
84
―
０
０
４
８

問

選挙

町
長
選
挙
及
び
議
員
補
欠
選
挙
に
つ
い
て

徳
之
島
町
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
27
年
７
月
12
日
に
徳
之
島
町
長
選
挙
が
執
行
さ
れ
ま
す
。

同
日
に
議
員
補
欠
選
挙
も
１
名
選
出
さ
れ
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て

は
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

町
選
挙
管
理
委
員
会　

☎
8 ２
―
１
１
１
１
（
内
線
１
６
１
）

問

町住民生活課
☎ 82―１１１１

（内線 121）

問



広報とくのしま 2015 年 05 月号– 23 –

あなたを待っている犬や猫がいます

ペットショップに並ぶかわいい子たちとは、見
た目はちょっと違うかもしれません。
でも同じ命。迎え入れた後はあなたにとって最
愛の家族になってくれるはずです。鹿児島県では、
やむを得ず飼えなくなって引き取られたり、迷子
になって保護されたりした犬や猫の新しい飼い主
をさがしています。
また、ボランティアで犬や猫の里親探しを行っ
ている団体もあります。ペットを飼おうと思った

とき , 私たちの事を思い出してください｡
保護されたり譲渡対象の犬・猫については鹿児
島県動物愛護センターのホームページでご覧いた
だけます。

鹿児島県動物愛護センターホームページアドレス
http://dogcat.pref.kagoshima.jp
問い合わせ先　徳之島保健所
☎８２－０１４９

●
平
成
28
年
歌
会
始
の
お
題

「
人
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

※
お
題
は「
人
」（
ひ
と
）で
す
が
、

「
人
材
」（
じ
ん
ざ
い
）、「
若
人
」

（
わ
こ
う
ど
）
の
よ
う
な
熟
語

に
し
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ

ん
。

●
詠
進
の
期
間

９
月
30
日
ま
で
と
し
、
郵
送
の

場
合
は
、
消
印
の
場
合
は
、
消
印

が
９
月
30
日
ま
で
の
も
の
を
有
効

と
し
ま
す
。

●
詠
進
歌
の
詠
進
要
領

詠
進
歌
は
お
題
を
読
み
込
ん
だ

自
作
の
短
歌
で
一
人
一
首
と
し
、

未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

※
書
式
や
詠
進
方
法
は
左
記
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

宮
内
庁
式
部
職

〒
１
０
０
―
８
１
１
１　

宮
内
庁

宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w.kunaicho.go.jp/

平
成
28
年
度
歌
会
始
の
お
題

及
び
詠
進
歌
の
詠
進
要
領

問

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
で
自
動
車
検
査
証
に
記
載
さ

れ
て
い
る
自
動
車
の
所
有
者
（
使

用
者
）
に
納
め
て
い
た
だ
く
税
金

で
す
。
今
年
の
納
期
限
は
６
月
１

日(

月)

で
す
。

５
月
上
旬
に
納
税
通
知
書
が
送

付
さ
れ
ま
す
の
で
、
必
ず
納
期
限

ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

○
納
税
方
法

金
融
機
関
窓
口
、
コ
ン
ビ
ニ
、
ペ

イ
ジ
ー
収
納
の
ほ
か
、Yahoo!

公
金
支
払
い
で
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
納
付
が
で
き
ま
す
。

○
利
用
で
き
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド

V
ISA

、M
asterCard

、JCB

、

ダ
イ
ナ
ー
ス
、Am

erican	
Express

な
ど

※
利
用
期
間
：
５
月
７
日
～
６
月

１
日鹿

児
島
地
域
振
興
局
自
動
車
税
課

☎
０
９
９
―
２
６
１
―
５
６
１
１

最
寄
り
の
地
域
振
興
局
・
支
庁
県

税
課 自

動
車
税
は
６
月
１
日

ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

問

放
送
大
学
で
は
平
成
27
年
度
第
２
学
期
（
10
月
入
学
）
の

学
生
を
募
集
中
で
す
。

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

出
願
期
間
は
第
１
回
は
８
月
31
日
ま
で
、
第
２
回
は
９
月

20
日
ま
で
。

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
資
料
請
求
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
―
２
３
９
―
３
８
１
１

　
　

放
送
大
学

10
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

問
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「
モ
イ
ン
シ
ョ
レ
（
い
ら
っ
し
ゃ
い
・

よ
う
こ
そ
）
徳
之
島
町
へ
!!
」

徳
之
島
町
立
図
書
館
で
は
、
新
し
く
徳

之
島
に
赴
任
さ
れ
た
人
た
ち
に
早
く
島
に

慣
れ
て
、
楽
し
く
豊
か
な
島
生
活
を
送
っ

て
も
ら
お
う
と
、

図
書
館
案
内
を
は

じ
め
島
の
文
化
・

歴
史
や
生
活
情

報
、
子
育
て
支
援

情
報
等
の
入
っ
た

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
集

を
配
布
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
館
内
に
は
徳
之
島
を
知
る
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
し
、
図
書
資
料
の
貸
出
し
も

行
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
図
書
館
へ
足
を
運
ん
で
み
て
く

だ
さ
い
。

町
立
図
書
館

☎
82
―
１
２
３
９

町
立
図
書
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

問

教
育
委
員
会
だ
よ
り

い
つ
で
も
御
意
見
・
御
相
談
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

町
民
の
皆
様
の
中
に
は
「
教
育
委
員
会
」

と
聞
か
れ
る
と
堅
く
て
、
親
し
み
に
く
い

イ
メ
ー
ジ
を
も
た
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

実
は
教
育
委
員
会
は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と

ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
学
校
教
育
や

社
会
教
育
に
関
す
る
業
務
に
携
わ
っ
て
い

る
機
関
で
す
の
で
、
学
齢
児
童
生
徒
の
保

護
者
の
皆
さ
ま
は
も
ち
ろ
ん
、
町
の
地
域

行
事
等
に
参
加
さ
れ
る
町
民
の
皆
様
に
は

身
近
な
存
在
な
の
で
す
。
特
に
、「
徳
之
島

町
教
育
委
員
会　

学
校
教
育
課
」
は
、
徳

之
島
町
の
教
育
相
談
所
と
し
て
の
役
割
も

も
っ
て
い
ま
す
。

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
１
階
（
学
校
教
育

課
）、
２
階
（
社
会
教
育
課
）
に
あ
り
ま
す
。

鹿
児
島
地
方
法
務
局
管
内
の
登
記
相
談

に
つ
い
て
は
、
下
記
の
と
お
り
予
約
制
で

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
登
記
相
談
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
下
記
申
込
先
へ
事
前
に
予

約
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
開
始
日　

平
成
27
年
４
月
１
日
（
水
）

◇
相
談
日　

月
曜
日
、
水
曜
日
、
金
曜
日

（
祝
・
祭
日
を
除
く
）

◇
時　

間　

午
前
９
時
～
12
時
ま
で

　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
５
時
ま
で

【
申
込
先
】

奄
美
市
名
瀬
入
舟
町
23
番
１
号

鹿
児
島
地
方
法
務
局
奄
美
支
局

☎
０
９
９
７
―
52
―
０
３
８
３

鹿
児
島
地
方
法
務
局
に
お
け
る

登
記
相
談
に
つ
い
て

名
瀬
の
法
務
局
で
登
記
相
談
す
る

場
合
は
予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

予
約
の
上
で
の
ご
利
用
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

な
お
、
徳
之
島
町
で
の
派
遣
登
記

所
は
月
一
回
午
前
９
時
か
ら
午
後
１

時
ま
で
、
従
来
通
り
行
い
ま
す
。
登

記
手
続
き
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、
月

一
回
の
開
設
時
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

は
じ
め
ま
し
て

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

本
年
度
４
月
１
日
付
で
垂
水
市
立
松

ケ
崎
小
学
校
か
ら
参
り
ま
し
た
宅
間

万
能
（
た
く
ま　

か
ず
よ
し
）
と
申

し
ま
す
。

赴
任
し
て
３
週
間
足
ら
ず
で
は
あ
り

ま
す
が
、
徳
の
あ
る
島
徳
之
島
で
仕

事
の
で
き
る
喜
び
が
日
増
し
に
強
く

な
っ
て
い
ま
す
。

最
高
の
職
場
で
秋
武
教
育
長
先
生
は

じ
め
最
高
の
上
司
・
同
僚
と
と
も
に

ヤ
ン
キ
チ
シ
キ
バ
ン
と
学
士
村
の
再

興
を
目
指
し
て
突
き
進
み
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

学
校
へ
の
御
意
見
や
御
相
談
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
い
つ
で
も
徳
之
島
町
教

育
委
員
会
へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

担
当　

学
校
教
育
課　

指
導
主
事　

宅
間　

万
能（
た
く
ま　

か
ず
よ
し
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

82
―
１
３
０
８

Ｆ
Ａ
Ｘ　

82
―
２
４
１
３
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役
場
町
長
室
で

３
月
28
日
、「
徳
之

島
町
退
職
教
員
感

謝
状
贈
呈
式
お
よ

び
優
秀
教
職
員
表

彰
状
授
与
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

今
回
が
初
と
な

る
表
彰
で
、
各
学
校

や
町
教
育
委
員
会

よ
り
推
薦
の
あ
っ

た
教
職
員
へ
感
謝

状
及
び
表
彰
状
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

秋
武
喜
一
郎
教

育
長
は
、「
沢
山
の

経
験
を
積
ん
で
更

に
大
き
く
成
長
し
、
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
の
教
育
な
ど
に
尽
力

し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
、
表
彰
さ
れ
た
教
職
員
に
感
謝
の
意
を
示
し

ま
し
た
。

【
表
彰
者
（
右
よ
り
）】
鶴
寛
志
校
長
（
亀
徳

小
学
校
）
安
部
信
吾
教
諭
（
母
間
小
学
校
）
山

内
規
義
教
諭
（
母
間
小
学
校
）
川
村
梢
教
諭
（
山

小
学
校
）
山
口
久
美
教
諭
（
亀
津
小
学
校
）
帖

佐
圭
子
教
諭
（
亀
津
小
学
校
）

細やかな教育指導に感謝
退職教職員感謝状贈呈及び優秀教職員表彰

新校舎に明るい灯火
亀津中新校舎落成記念事業へ募金

福祉サービスの向上に
助成事業導入

徳
之
島
町
の
社
会
福
祉
法
人
南
恵
会
は
、

日
本
財
団
の
平
成
26
年
度
助
成
金
の
交
付
を

受
け
、
４
月
３
日
に
徳
之
島
町
へ
事
業
完
了

の
報
告
に
訪
れ
ま
し
た
。

南
恵
会
で
は
、
運
営
す
る
２
事
業
所
で
使

用
す
る
送
迎
車
の
整
備
を
同
財
団
に
申
請

し
、
助
成
金
交
付
で
２
台
の
ワ
ゴ
ン
車
を
購

入
。
障
が
い
者
生
活
介
護
事
業
と
障
が
い
者

就
労
継
続
支
援
事
業
（
非
雇
用
型
）
を
行
う

「
は
ぐ
く
み
」、
障
が
い
者
就
労
移
行
支
援
事

業
や
障
が
い
児
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事

業
を
担
う「
グ
レ
ー
ス
ガ
ー
デ
ン
ス
ク
ー
ル
」

の
送
迎
車
両
と
し
て
使
わ
れ
ま
す
。

役
場
町
長
室
で
３
月
24
日
、
亀
津
中
学
校

建
て
替
え
に
携
わ
っ
た
関
係
業
者
か
ら
落
成

記
念
事
業
実
行
委
員
会
へ
「
新
校
舎
落
成
記

念
事
業
募
金
」
が
手
渡
さ
れ
、
高
岡
秀
規
町

長
へ
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

関
係
業
者
20
社
か
ら
の
募
金
は
１
，

０
６
９
万
円
に
の
ぼ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
機
器

な
ど
の
施
設
関
係
や
記
念
事
業
な
ど
に
使
わ

れ
る
予
定
で
す
。

関
係
業
代
表
者
は
、「
将
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
が
亀
津
中
で
多
く
を
学
び
、
広
く
活

躍
し
て
ほ
し
い
」
と
口
を
そ
ろ
え
ま
し
た
。

11
月
７
日
の
記
念
式
典
や
祝
賀
会
に
向

け
、
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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5 月の歯科相談日・母子手帳交付日
5 月 21 日（木）；保健センターにて
母子手帳交付受付時間；13：30 ～
歯科相談受付時間；14：00 ～ 14：30
歯科相談対象；妊婦さん・幼児・一般の方、

3か月以上歯科健診・フッ化物
を受けていないお子さん

３
歳
児
の
む
し
歯
の
な
い
者
の
割
合

71
・
４
％
（
Ｈ
25
年
度
）

→
82
・
１
％
（
Ｈ
29
年
度
）
に
!!

わ
れ
ん
き
ゃ
歯
っ
ぴ
い
ク
ラ
ブ
は
平

成
27
年
度
よ
り
「
３
歳
児
の
む
し
歯
の

な
い
者
の
割
合
を
増
や
す
」
を
目
標

に
活
動
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
「
５
歳
児
の
ひ
と
り
平
均
む
し
歯
数
を
２
・
５
本
に
！
」
を
目

標
に
関
係
機
関
と
協
働
し
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
26
年
度

の
５
歳
児
の
ひ
と
り
平
均
む
し
歯
数
は
２
・
７
本
と
、
目
標
ま
で
も
う
一
歩

と
い
う
と
こ
ろ
で
し
た
。
そ
こ
で
、
協
議
会
に
お
い
て
「
５
歳
児
の
目
標
を

達
成
さ
せ
る
た
め
に
は
、
３
歳
児
の
む
し
歯
数
を
減
ら
す
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
か
」
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
検
討
し
た
結
果
新
た
な
目
標
値
が
決

定
し
ま
し
た
。

３
年
後
に
は
82
・
１
％
ま
で
増
や
す
こ
と
を
目
標
に
、
平
成
27
年
度
か

ら
は
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
様
々
な
環
境
で
む
し
歯
予
防
に
取
り
組
ん

で
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
で
は
鹿
児
島
県
口
腔
保
健
計
画
（
平
成
25
年
３
月
策
定
）
が

立
て
ら
れ
平
成
34
年
を
目
標
に
、
３
歳
児
の
む
し
歯
の
な
い
者
の
割
合
を

88
％
以
上
に
す
る
こ
と
等
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
県
の
目
標

に
近
づ
け
ら
れ
る
よ
う
協
議
会
メ
ン
バ
ー
と
共
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

私達の健康は私達の手！

わ
れ
ん
き
ゃ
歯
っ
ぴ
い
ク
ラ
ブ

（
地
域
ぐ
る
み
歯
科
保
健
対
策
推
進
協
議
会
）
よ
り

食生活改善推進員

「食改」さん、どこかで耳にしたことはありませんか？

日常生活が便利で豊かになる一方で、生活習慣病の増加など、食

生活が私たちの健康に大きな影響を与えています。しかし、食事の

改善は簡単ではありません。

そんなとき、あなたの身近で、食事の改善や調理のコツをアドバ

イスしてくれるのが、『食改（食生活改善推進員）さん』です。本町では、

「食」についての関心を高め、食生活を改善する意識を高めることを

目的に「食生活改善推進員養成講座」を開催します。

食改になるためには、決められた講習を受け、地域での食生活を

通した健康づくりのボランティアとして活動していただきます。

詳しいことは、広報などを通じてお知らせします。

助
成
の
対
象
者

①医師に島外での妊娠の管
理や出産を勧められ、通院
や島外滞在をした。
②未熟児等で島外に滞在した。

不妊治療の旅費
宿泊費の助成

鹿児島県が実施する「鹿児
島県不妊治療費助成事業」
を受けている夫婦。
＊詳しくは徳之島保健所へ
お問い合わせください。　
電話：82－0149

助
成
の
内
容

①島外に滞在し治療や出産
をした。
交通費（1往復）と宿泊
費（30泊まで）
②定期的に島外の病院へ通
院した。
交通費（5往復まで）宿
泊費（1回につき3泊まで）

①特定不妊治療を受診す
る際の交通費

（1回の治療につき 9往復
まで）
②特定不妊治療を受診す
る際の宿泊費

（1回の治療につき 15泊
まで）

助
成
額

交通費・宿泊費共に限度額があり、総額の2/3を助成します。
（鹿児島市までの船賃又は鹿児島空港までの航空機運賃）
(宿泊費 1泊 5,000 円 )

申
請
に
必
要
な
書
類

①母子手帳（写し）
②診断書（写し）
③緊急搬送をした場合に
あっては、緊急搬送に係
る担当医の証明書
④治療を受けたことを証明
できる書類等（写し）
⑤交通費・宿泊費の領収書
（正本）

①交通費の領収書（正本）
②宿泊施設の領収書（正本）
③県の不妊治療費助成事業
における承認決定通知書及
び受診等証明書（写し）
④病院受診時の領収書

島外での妊婦健診
出産の旅費・宿泊費の助成

安心して子どもを生み育てることを願って、

旅費・宿泊費の助成について！
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平成 27 年度当初予算

世界自然遺産登録への歩み

きまいんたりちゅ

議会だより
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表紙写真

昔ながらのユイワク（共同作業）
による「田植え祭り」が 4 月 19 日、
徳之島町の手々集落で開かれました。
今年は、亀津中区の高齢者クラブ会
員 30 名が参加し、伝統行事の保存継
承に向けた交流を深めました。
詳しくは町公式サイトまで
URL：http://www.tokunoshima-
town.org/



2015 年 5 月号広報とくのしま – 28 –

■
住
所
／
〒
891-7192

鹿
児
島
県
大
島
郡
徳
之
島
町
亀
津
7203

■
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
0997）

82-1111（
代
）　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
0997）

82-1101
■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／
http://w

w
w
.tokunoshim

a-tow
n.org/

広
報
と
く
の
し
ま
　
2015．

5
月
号
　
№
492

編
集
・
発
行
　
徳
之
島
町
役
場
企
画
課

住宅用火災警報器に関するお問合せは

徳之島地区消防組合消防本部　　☎８３－３１６０

徳之島地区消防組合伊仙分遣所　☎８６－３９９０

徳之島地区消防組合天城分遣所　☎８５－３９７３

	火災から大切な生命を守るために
住宅用火災警報器等を設置しましょう

消防法及び市町村条例により全ての住宅に

火災警報器の設置が義務付けられています。

（設置及び維持管理については、 市町村条

例で定められています。）

火災報知器はどこに取り付けるのですか？


